
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

８月２７日、社会福祉協議会の小丹枝さ

ん、中野さん、庄司さんに来校いただき

「車椅子」を体験する「福祉の授業」をし

ていただきました。 

　車椅子介助をする時の声かけ等の仕方

を、悪い例と良い例を見せていただきなが

ら学びました。子どもたちは車椅子の介助

練習の時、優しい声かけをし、相手を気遣

いながら押していま

した。その後、車椅

子でボッチャ体験を

しました。福祉は

「ふだんの　くらし

を　しあわせにする

こと」を教えていた

だきました。 

 

９月２日には、保健福祉課保健師の藤田

さん、社会福祉士の佐々木さんに来校いた

だき、認知症サポーター養成講座を受けま

した。「認知症って何だろう」「認知症の

人と接するときはどうしたらよいか」につ

いて学びました。また、認知症かもしれな

い家族の人に対してどんな対応をすればよ

いのかを、寸劇をもとに教えてもらいまし

た。子どもた

ちは「クイズ

が楽しかっ

た」「わかり

やすく教えて

くれた」と感

想を述べてい

ました。 

 

　 

 

 

 

８月２９日、更別中央中学校１年生が「さ

らべつほーぷ」の方々に来校いただき、「伝

えたいことを上手に伝えるコミュニケーシ

ョン　～相手も自分も大切にしたあたたか

い言葉かけ～」について学びました。 

今回は、ほーぷの三浦さん（保健師）が中

心となり他のメンバーも一緒に授業を進め

ました。 

 

 

 

 

 

 

　 

 
 

　9 月 3 日、ＪＡさらべつ青年部の皆さん

のご協力をいただき、更別小学校 5 年生が

カボチャの収穫をしました。今年も立派なカ

ボチャがゴロゴロ実り、子どもたちは青年部

の皆さんに教わりながら大きなハサミを使

ってつぎつぎと収穫していきました。たくさ

んのカボチャを前に、笑顔と感謝の 5 年生

でした。 

 

 

 

感想から　「自分自身も相手もどちらも大切にして

いきことを改めて学んだ。これからのコミュニケー

ションにも太陽の言葉を意識していきたい。」 
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